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民
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呼
び
か
け
る
風
に

五
十
川
式
部　

作
詞

小
六
禮
次
郎　

作
曲

一　

広
が
る
空
を　

共
に
仰
げ
ば

　
　

歌
は
あ
ふ
れ
る　

緑
の
大
地

　
　

手
を
の
べ　

呼
び
か
け
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さ
わ
や
か
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花
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明
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と
い
き
る
ま
ち
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鳴
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た
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手
を
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か
け
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に　

心
ひ
ら
い
て

　
　
　

あ
た
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め
明
日
へ

　
　

浜
田　

わ
が
ま
ち　

笑
顔
つ
ど
う
ま
ち

三　

連
な
る
山
に　

森
に
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に
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豊
か
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優
し
い
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手
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あ
た
ら
し
い
風
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め
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へ

　
　

浜
田　
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が
ま
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文
化
か
お
る
ま
ち
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わ
が
ま
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地
球
と
い
き
る
ま
ち
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議会のあらまし

本
会
議
等
で
審
議
さ
れ
た

　
　
　
　

主
な
議
案
の
内
容

〔
決
算
関
係
〕

▼　

平
成
19
年
度
、
浜
田
市
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
、
意
見
を
付
し
て
認
定
す
べ

き
と
の
決
算
特
別
委
員
長
報
告
を

受
け
、
採
決
の
結
果
、
歳
入
歳
出

決
算
15
件
を
全
会
一
致
で
認
定
し

ま
し
た
。（
審
査
結
果
は
、
Ｐ
４

〜
6
を
参
照
）

〔
条
例
関
係
〕

▼　

浜
田
市
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
元
産
品
の
展
示
販
売
を
行
い

地
産
地
消
の
推
進
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、
旭

町
丸
原
に
設
置
す
る
施
設
の
管
理

に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
で

す
。

平成20年

十　

二　

月　

定　

例　

議　

会

　

平
成
20
年
12
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
は
11
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
12
月
18
日
ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
牛
尾
昭
議
長
に
対
す
る
不
信
任
の
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
提
案
説
明
と
賛
成
討
論
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
議
長
不
信
任

動
議
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
平
成
19
年
度
決
算
認
定
15
件
に
つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
長
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
関
係
16
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
7
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
2
件
、
市
道
路
線
関
係
2
件
、
財
産
の
譲
渡
1
件
、
補

正
予
算
10
件
、
人
事
案
件
3
件
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
側
か
ら
は
、
人
事
案
件
1
件
、
意
見
書
1
件
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
、
可
決
、
同
意
及
び
推
薦
を
し
ま
し
た
。

▼　

浜
田
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
及
び
改
良
住
宅
に
管

理
代
行
制
度
及
び
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
住
宅
の
管
理
を
行

う
た
め
の
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

〔
予
算
関
係
〕

▼　

平
成
20
年
度
、
浜
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

　

補
正
の
主
な
理
由
は
、
新
た
に

生
じ
た
急
を
要
す
る
費
用
や
職
員

の
退
職
・
採
用
・
異
動
等
に
伴
う

人
件
費
に
つ
い
て
調
整
を
行
う

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
７
３
４
万
6
千
円
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

　

特
に
、
浜
田
市
が
取
得
を
目
指

す
こ
と
と
な
っ
た
浜
田
社
会
保
険

健
康
セ
ン
タ
ー「
ペ
ア
ー
レ
浜
田
」

に
つ
い
て
、
浜
田
市
の
方
針
転
換

と
な
っ
た
経
緯
や
今
後
の
保
健
事

業
の
進
め
方
等
に
意
見
が
集
中
し

ま
し
た
。
ま
た
、
病
気
等
に
よ
り

長
期
間
休
職
す
る
市
職
員
の
増
加

傾
向
に
対
し
て
の
健
康
管
理
に
対

す
る
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
そ
の
他
〕

▼　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

浜
田
市
三
隅
中
央
会
館
和
紙
の

郷
な
ど
7
つ
の
施
設
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

指
定
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成

21
年
4
月
1
日
か
ら
24
年
3
月
31

日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

▼　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

浜
田
市
埋
立
処
分
地
施
設
建
設

に
伴
う
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

（
契
約
の
相
手
先
）

・

貯
留
構
造
物
築
造
工
事

　

熊
谷
組
・
宮
田
建
設
工
業
・
山

重
組
特
別
共
同
企
業
体

・

被
覆
施
設
建
築
主
体
工
事

　

宮
田
建
設
工
業
株
式
会
社

〔
可
決
し
た
意
見
書
〕

▼　
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法

（
仮
称
）」
の
速
や
か
な
制
定
を
求

め
る
意
見
書

　

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
な
ど
、
働
く

こ
と
の
困
難
を
抱
え
る
人
々
を
増

大
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
決

手
段
の
た
め
、
組
合
員
が
協
同
で

出
資
し
協
同
で
働
く
と
す
る
協
同

労
働
の
協
同
組
合
法
の
速
や
か
な

法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

し
ま
し
た
。

〔
人
事
案
件
〕

▼　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
3
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
同
委
員
の
後
任
と
し
て

次
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

○
龍
河
和
子
さ
ん

（
松
原
町
）　　
　
　

＝
再
任

○
坂
野
昭
憲
さ
ん

（
黒
川
町
）　　
　
　

＝
新
任

○
金
本
孝
恵
さ
ん

（
熱
田
町
）　　
　
　

＝
新
任

▼　

浜
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
2
月
28
日
で
任
期
満

了
と
な
る
同
委
員
の
後
任
と
し
て

次
の
と
お
り
推
薦
し
ま
し
た
。

○
山
田
義
喜
さ
ん

（
議
会
）　　
　
　
　

＝
再
任

○
林　

秀
司
さ
ん

（
熱
田
町
）　　
　
　

＝
再
任

○
佐
々
木
京
子
さ
ん

（
田
橋
町
）　　
　
　

＝
再
任

○
岩
田　

功
さ
ん

　
　
（
弥
栄
町
木
都
賀
）
＝
再
任

〔
お
知
ら
せ
〕

　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
調
査
特
別
委
員
会
（
委
員

9
人
構
成
）
は
、
同
施
設
が
旭
町

に
開
庁
し
た
こ
と
に
伴
い
、
平

成
20
年
12
月
18
日
に
解
散
し
ま
し

た
。



3

こんな事業・条例を可決しました

①　燃油高騰臨時給付金事業
事業費　8,524千円
　生活弱者対策として、生活困窮者に生活
の安定のため1世帯あたり5,000円の臨時給
付金を交付する事業。対象は、生活保護世
帯330世帯、福祉医療費助成対象世帯（市
民税非課税世帯）1,173世帯、精神障害者
保健福祉手帳交付世帯（市民税非課税世帯）
146世帯。

②　地域貢献型集落営農確保育成事業
事業費　1,083千円
　交付対象、営農組合「てごの里おぐに」
農業生産だけでなく、農地の維持、経済の
維持、生活の維持、人材の維持等の活動に
より農業・農村の活性化に貢献する組織を
「地域貢献型集落営農」として評価し、その
新規設立を支援する事業。

③　強い林業木材産業づくり事業
事業費　4,533千円
　地域の未利用木質資源のエネルギー利用
を促進するため、林地残林等の効率的な収
集運搬に資する機材や木質バイオマスエネ
ルギー利用施設等のモデル的な整備を実施
しようとする事業。後方超小旋回油圧ショ
ベル1台購入、補助率3分の1。

④　ペアーレ浜田取得債務負担行為
　ペアーレ浜田は、市民の健康増進、生涯
学習の拠点として浜田市に欠くことのでき
ない施設であることから、浜田市が取得し
継続運営することをめざす。手法として、
浜田市土地開発公社が公共用地の先行取得
として取得して公社保有とし、教育文化振
興事業団に貸付けることを目的に、一般競
争入札に参加する。

⑤　公営住宅等管理運営費
　　債務負担行為
　公営住宅等の管理において、住民サービ
スの向上を図るとともに、管理の効率化や
経費の削減のために、市営住宅等の管理に
つき、公営住宅法の適用を受ける市営住宅
は管理代行制度で、公営住宅法の適用を受
けない一般市営住宅等は指定管理制度で、
それぞれ管理委託を行う事業。

⑥　個人市民税「寄付金控除」
に係る市政条例の改正

　控除対象となる寄付金等の種類を追加す
るため所要の改正を行うもの。個人市民税
所得額から控除する対象として、これまで
の2項目の寄付金に加え、新たに10項目の
寄付金と金銭を追加。対象は、浜田市など
の公共団体、浜田医療センターなどの独立
行政法人、島根県立大学などの学校法人、
NPO法人など。

⑦　浜田市地域活動支援セン
ター条例

　障害者福祉の増進を目的として設置して
いる「浜田市障害者共同作業所」を、障害
者自立支援法に定める「地域活動支援セン
ター」として改めて設置するための条例制
定。支援センターの名称、浜田市あさひひ
まわり工房、浜田市みすみ地域活動支援セ
ンターきずな。

⑧　指定管理者の指定について
施　設 指定管理者

１ 和紙の郷 石州半紙技術者会
２ ふるさと体験村 ふるさと弥栄振興公社
３ 浜田市体験農園 やさか共同農場
４ 公設水産物仲買売場 浜田魚商協同組合
５ 東公園運動施設 北陽ビル管理株式会社
６ サンマリン浜田 北陽ビル管理株式会社
７ 浜田郷土資料館 浜田市文化協会
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今
回
の
決
算
特
別
委
員
会
は
9

月
定
例
会
閉
会
後
の
閉
会
中
に
開

催
し
、
9
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で

の
3
日
間
で
各
委
員
が
要
求
し
た

審
査
に
必
要
な
書
類
や
計
算
書
等

を
検
閲
し
、
委
員
会
開
催
前
に
集

中
し
て
き
め
細
か
い
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
審
査
の
効
率
化
を
は

か
る
た
め
執
行
部
に
対
す
る
質
問

を
各
委
員
が
事
前
に
通
告
し
、
総

務
文
教
委
員
会
関
係
の
通
告
が
46

件
、
福
祉
環
境
委
員
会
関
係
の
通

告
が
24
件
、
産
業
経
済
委
員
会
関

係
の
通
告
が
14
件
、
建
設
都
市
委

員
会
関
係
の
通
告
が
16
件
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
3
日
か
ら
開
催
し
た
決
算

特
別
委
員
会
で
は
ま
ず
始
め
に
昨

年
度
の
決
算
特
別
委
員
会
の
付
帯

意
見
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
企
画
財
政
部
長
と
水
道
部
長
か

ら
報
告
を
う
け
、
続
い
て
総
務
文

教
委
員
会
所
管
の
決
算
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
6
日
に
福
祉
環
境
委

員
会
及
び
産
業
経
済
委
員
会
所
管

の
決
算
審
査
、
7
日
に
建
設
都
市

委
員
会
所
管
の
決
算
審
査
を
行

い
、
事
前
通
告
の
あ
っ
た
も
の
か

ら
順
次
、
会
計
ご
と
に
質
疑
を
行

い
、
そ
の
後
、
事
前
通
告
以
外
の

質
疑
も
行
う
な
ど
し
て
細
部
に
わ

た
る
審
査
を
す
す
め
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
質
疑
中
に
お
い
て
も

平成19年度

一般会計歳入歳出決算、全会一致で認定。
平成20年10月3日から10月9日までの4日間、決算特別委員会を開
催し、11名の委員により質疑を行い、慎重な審査を行いました。

決算特別委員会

４つの付帯意見を付して

審
査
に
必
要
な
資
料
の
提
出
を
随

時
求
め
な
が
ら
、
慎
重
な
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
中
期
財

政
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る
行

政
改
革
の
推
進
を
迫
ら
れ
る
当
市

の
財
政
状
況
の
現
状
を
か
ん
が

み
、
予
算
が
適
正
か
つ
効
率
的
に

執
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
、

そ
の
執
行
が
市
民
生
活
と
っ
て
効

果
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

　

な
か
で
も
、
市
税
の
徴
収
や
基

金
の
あ
り
方
、
中
期
財
政
計
画
や

行
財
政
改
革
の
実
行
に
つ
い
て
質

疑
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

認
定
第
1
号
平
成
19
年
度
浜
田

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

以
下
の
四
つ
の
意
見
を
付
し
て

全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

1
、
中
期
財
政
計
画
の
確
実
な
実

行
と
行
財
政
改
革
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

新
指
標
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に

は
、
中
期
財
政
計
画
の
確
実
な
実

行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
財
政
状
況

も
楽
観
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
も
市
全
体
で
は
、
投
資
的

経
費
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
と

予
測
さ
れ
、
燃
油
高
騰
に
端
を
発

し
た
原
材
料
費
等
の
高
騰
に
よ
っ

て
、
当
初
計
画
以
上
の
新
た
な
行

政
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
こ
と
で
、

計
画
の
未
達
成
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
中
期
財
政
計
画
の

確
実
な
実
行
と
危
機
的
財
政
状
況

に
あ
る
こ
と
の
全
職
員
の
認
識
の

共
有
化
、
行
財
政
改
革
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
最
優
先
と
さ
れ
た

い
。

2
、
組
織
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

浜
田
市
の
職
員
に
は
、
市
民
の

立
場
に
立
っ
た
政
策
の
実
現
に
向

け
て
の
強
い
自
覚
と
、
公
務
員
と

し
て
の
使
命
感
と
責
任
感
、
地
方

分
権
や
高
度
情
報
化
に
対
応
す
る

政
策
立
案
能
力
や
管
理
能
力
、
さ

ら
に
は
高
度
な
専
門
性
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
下
に
お
い
て

は
、
臨
時
、
嘱
託
職
員
を
含
め
た

ト
ー
タ
ル
な
定
員
適
正
化
計
画
の

推
進
と
効
率
的
な
職
員
配
置
に
努

め
、
人
事
評
価
制
度
の
確
立
に

よ
っ
て
組
織
の
活
性
化
に
全
力
投

球
さ
れ
た
い
。

3
、
納
税
義
務
の
周
知
と
収
納
率

の
向
上
に
つ
い
て

　

不
納
欠
損
金
や
収
入
未
済
額
な

ど
が
多
大
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

は
、
浜
田
市
に
と
っ
て
依
然
と
し

て
憂
慮
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　

公
平
公
正
な
課
税
の
徴
収
は
も

ち
ろ
ん
、
収
納
率
の
高
い
自
治
区

の
取
り
組
み
の
調
査
や
先
進
自
治

体
の
状
況
を
情
報
収
集
し
、
滞
納

増
加
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
る
こ
と
や
市
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
に
は
、
収
納
率
ア
ッ
プ

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
使
っ
て
市

民
へ
の
理
解
と
周
知
を
図
る
努
力

に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

4
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
事
務
処

理
に
つ
い
て

　

公
文
書
や
公
金
の
適
正
な
取
扱

い
に
つ
い
て
職
員
全
体
で
徹
底

し
、
事
務
処
理
全
般
に
つ
い
て
も

不
適
切
な
処
理
の
再
発
防
止
に
努

決算特別委員会の審査の様子
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ま
で
の
6
件
に
つ
い
て
、
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

認
定
第
9
号
平
成
19
年
度
浜
田

市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

次
の
意
見
を
付
し
て
、
全
会
一

致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

未
着
手
地
域
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
多
大
な
事
業
費
が
予

測
さ
れ
る
の
で
、
合
併
浄
化
槽
利

用
促
進
を
組
み
入
れ
た
下
水
道
整

備
も
考
慮
し
、
抜
本
的
な
見
直
し

を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

認
定
第
10
号
か
ら
認
定
第
13
号

ま
で
の
4
件
に
つ
い
て
、
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

認
定
第
14
号
平
成
19
年
度
浜
田

市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

次
の
意
見
を
付
し
て
、
全
会
一

致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
簡
易
水
道
事
業
と
の
合

併
も
予
想
さ
れ
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
は
必
至
の
状
況
で
あ
る
。
ス

リ
ム
な
組
織
体
制
の
構
築
を
図

り
、
引
き
続
き
安
全
安
心
な
水
の

供
給
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

認
定
第
15
号
平
成
19
年
度
浜
田

市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
記　

委
員
長　

鎌
原
ヤ
シ
ヱ
）

め
、
出
張
復
命
書
な
ど
は
書
式
を

統
一
し
、
提
出
者
の
所
見
を
必
ず

書
く
こ
と
と
し
、
研
修
や
出
張
が

情
報
の
共
有
化
と
業
務
改
革
の
有

効
な
ツ
ー
ル
と
な
る
よ
う
改
善
さ

れ
た
い
。

　

認
定
第
2
号
平
成
19
年
度
浜
田

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

次
の
意
見
を
付
し
て
、
全
会
一

致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

基
金
の
運
用
方
法
や
賦
課
の
四

方
式
な
ど
に
つ
い
て
調
査
、
分
析

し
、
保
険
料
の
値
下
げ
と
な
る
よ

う
な
政
策
を
検
討
さ
れ
、
保
健
事

業
の
充
実
と
収
納
率
の
向
上
に
一

層
努
力
さ
れ
た
い
。

　

認
定
第
3
号
か
ら
認
定
第
8
号

区　分

年　度

調定額（A） 収入済額（B） 不納欠損額 不納欠損額
前年度比

不納欠損額
対前年度
（増減△）

還付未済額 滞納繰越額 滞納繰越額
前年度比

滞納繰越額
対前年度
（増減△）

徴収率
（B/A）

徴収率
対前年度
（増減△）

平成19年度

現 8,084,994,298 7,963,439,086 0 － 0 1,706 121,556,918 163.1 47,008,919 98.50 △0.54

滞 354,894,594 91,327,905 36,723,511 96.8 △1,229,758 0 226,843,178 80.7 △54,138,017 25.73 1.80

計 8,439,888,892 8,054,766,991 36,723,511 96.8 △1,229,758 1,706 348,400,096 98.0 △7,129,098 95.44 0.29

（単位：円・％）

年度 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 執行率 収入率

19 7,357,135,000 7,498,546,225 7,248,163,928 37,828,179 212,554,118 98.5 96.7

18 6,606,249,000 6,806,990,269 6,535,244,477 39,099,857 232,645,935 98.9 96.0

（単位：円・％）歳　入

開会にあたって宇津市長の挨拶

決算特別委員会

平成19年度決算特別委員会

　泫　不納欠損額とは、すでに調定された歳入で、徴収ができないと認定されたもの
　泫　収入未済額とは、当該年度の歳入として調定されたものが、何らかの理由により当該年度の出納閉鎖までに納入されなかったもの

三
浦
保
法

角
田
勝
幸

島
本
鎌
利

岡
田
治
夫

江
角
敏
和

委
員
長

鎌
原
ヤ
シ
ヱ

渋
谷
幹
雄

大
谷
弘
幸

西
村　

健

佐
々
木
豊
治

副
委
員
長

道
下
文
男

市税の収入状況

国民健康保険特別会計　事業勘定
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給料 職員手当 共済費 退職手当負担金 計（A） 職員数（B） 一人当たり（A/B）平均年齢
2,998,698,858 1,658,726,208 826,067,919 545,130,252 6,028,623,237 793 7,602,299 41.1

区　　分 浜　田 金　城 旭 弥　栄 三　隅 計
部 長 級 10 1 1 1 1 14
次 長 級 7 0 0 0 0 7
課 長 級 43 6 7 6 10 72
係 長 級 121 21 22 11 30 205
係 員 級 293 28 35 28 40 424
技 能労務職員 47 9 0 0 15 71

計 521 65 65 46 96 793
人　　口 44,479 4,963 2,947 1,619 7,181 61,189

人口1000人あたりの職員数 11.7 13.1 22.1 28.4 13.4 13.0

【決算特別委員会の資料の一部】
（単位：　円・人・歳）●平成19年度　職員人件費

●平成19年度　自治区別職員数 （単位：人）平成20年3月31日現在

区　　分 年間人件費計（Ａ） 職員数（Ｂ） 一人当たり（Ａ／Ｂ） 平均年齢 (Ｈ19.4.1)
部 長 級 118,738,646 11 10,794,422 57.9
次 長 級 63,001,169 6 10,500,195 55.7
課 長 級 659,406,934 62 10,635,596 51.4
係 長 級 1,531,242,673 170 9,007,310 47.5
係 員 級 1,970,250,595 318 6,195,757 35.3
技 能 労 務 職 員 513,452,493 71 7,231,725 44.6

計 4,856,092,510 638 7,611,430 41.5

●平成19年度　役職別（一般職員）一人当たり年間人件費 （単位：円・人・歳）平成20年3月31日現在

自治区名 時間数（ｈ） 割合（％） 一人当たりの
月平均（ｈ） 総支給額（円） 割合（％） 一人当たりの

月平均（円） 職員数

浜田自治区 50,494 76.2 9.1 119,147,457 74.8 21,445 463
金城自治区 3,913 5.9 5.7 10,050,367 6.3 14,694 57
旭　自治区 3,770 5.7 5.5 9,408,157 5.9 13,755 57
弥栄自治区 2,684 4.1 5.7 6,742,121 4.2 14,406 39
三隅自治区 5,391 8.1 5.3 13,987,090 8.8 13,713 85
合　　計 66,252 7.9 159,335,192 18,941 701

●平成19年度　時間外勤務手当の状況

　泫　診療所、教育課、学校、消防出張所は、各自治区に振り分け

区　　　分 調　定　額 収 入 済 額 収　入　率 不納欠損額 収入未済額

平成19年度
現　年　分 374,232,120 371,351,440 99.23 0 2,880,680
滞納繰越分 44,316,270 6,249,180 14.10 2,018,300 36,048,790

平成18年度
現　年　分 361,656,930 358,722,810 99.19 0 2,934,120
滞納繰越分 48,486,220 6,112,670 12.61 991,400 41,382,150

●保育料の決算状況 （単位：円・%）

退職区分 人数 平均勤続年数 平均退職金 (円)
定　年　退　職 15 37年6ヶ月 25,237,217
勧　奨　退　職 12 36年6ヶ月 27,190,630

●退職金

決算特別委員会

　泫　特別職及び教育長を除く職員の人件費

　泫　人件費は、給料、職員手当、共済費、退職手当負担金の合計
　泫　一般職員とは、医師(課長級)を含み、水道職員、消防職員、広域行政組合派遣職員を除く
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質
問

①　

見
直
さ
れ
る
中
期
財
政
計
画

の
開
示
時
期
と
特
徴
点
、
そ
し
て

合
併
時
の
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
比
較
し
た
財
政
数
値
の
変
化
は
。

②　

自
治
区
制
の
検
証
時
期
と
検

証
の
あ
り
方
、
伝
統
郷
土
芸
能
で

あ
る
石
見
神
楽
を
総
合
振
興
計
画

の
全
面
に
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
や

観
光
振
興
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

弁
答①　

見
直
し
計
画
は
、
今
議
会
最

終
日
に
示
す
。
特
徴
は
物
件
費
等

55
億
円
削
減
数
値
の
反
映
や
地
方

再
生
対
策
費
の
創
設
に
よ
る
交
付

税
増
額
等
で
収
支
と
実
質
公
債
費

比
率
の
改
善
が
図
ら
れ
た
点
。
合

併
時
計
画
と
の
比
較
は
自
治
区
枠

が
7
割
、
他
が
9
割
程
度
だ
が
合

併
効
果
は
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

②　

来
年
3
月
に
は
検
証
組
織
を

発
足
し
、
9
月
ま
で
に
検
証
し
た

い
。
石
見
神
楽
を
全
面
に
打
ち
出

し
た
計
画
・
振
興
に
も
努
め
た
い
。

質
問

①　

職
員
の
適
正
化
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
さ
せ
、
保
育
料
の
無
料
化

と
就
学
前
児
童
の
医
療
費
の
無
料

化
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

②　
「
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
に
毎
年

応
募
し
て
も
当
た
ら
な
い
」
と
の

不
満
が
市
民
に
あ
る
。
市
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
の
打
開
策
は
。

③　

浜
田
市
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

一　般　質　問
18人の議員が市政を質しました。

質
問

　
「
公
の
施
設
」
の
管
理
を
、
民

間
営
利
企
業
も
含
め
市
が
指
定
す

る
団
体
に
期
間
を
定
め
行
わ
せ
る

制
度
で
、
そ
の
受
託
競
争
が
不
安

定
雇
用
を
生
ん
で
い
る
。

①　

制
度
を
導
入
し
た
施
設
数
、

民
間
参
入
数
、
再
指
定
の
際
の
コ

ス
ト
削
減
に
下
限
値
は
あ
る
か
。

②　

指
定
施
設
で
の
正
規
、
非
正

規
の
雇
用
の
現
状
と
、
三
年
五
年

と
短
い
指
定
期
間
を
長
期
的
に
で

き
な
い
の
か
。

③　
「
公
の
施
設
」
を
不
安
定
雇

用
の
場
に
し
な
い
た
め
、
営
利
企

業
の
参
入
規
制
や
雇
用
の
継
承
、

労
働
条
件
確
保
の
改
善
策
を
問
う
。

弁
答①　

制
度
導
入
施
設
は
60
、
民
間

企
業
は
16
施
設
。
管
理
費
の
削
減

に
は
配
慮
も
必
要
と
考
え
る
。

②　

公
共
的
団
体
を
除
く
47
施

設
の
雇
用
総
数
は
４
０
８
人
で
、

パ
ー
ト
な
ど
の
非
正
規
率
は

61
％
。
期
間
は
、
施
設
の
特
性
に

応
じ
て
定
め
た
い
。

③　

地
域
要
件
の
設
定
や
労
働
条

件
の
年
度
報
告
は
検
討
し
た
い
。

ン
ザ
対
策
に
保
健
事
業
の
基
金

7
億
円
を
取
り
崩
し
て
、
市
民
全

員
に
ウ
イ
ル
ス
を
防
ぐ
医
療
用
マ

ス
ク
を
配
布
し
た
り
、
タ
ミ
フ
ル

の
備
蓄
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

弁
答①　

子
育
て
支
援
と
少
子
化
対
策

を
、
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

②　

来
年
か
ら
、
過
去
三
年
、
二

年
と
続
け
て
ハ
ズ
レ
た
方
を
優
先

し
て
「
脳
ド
ッ
ク
」
を
実
施
す
る
。

③　

研
究
し
提
言
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

三
隅
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

①　

国
民
健
康
保
険
料
の
値
下
げ

②　

浜
田
市
役
所
の
活
性
化

浜田の四季景観100選から「海老谷桜の下で・三隅町向野田」
上野由美恵氏撮影

財
政
運
営
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

江
角
敏
和

え　

す
み　

と
し　

か
ず

子
育
て
支
援
と
脳
ド
ッ
ク

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

渋
谷
幹
雄

し
ぶ　

た
に　

み
き　

お

指
定
管
理
者
制
度
と

管
理
代
行
制
度
に
つ
い
て

木
村
正
行

き　

む
ら　

ま
さ　

ゆ
き
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一 般 質 問

質
問

①　

セ
ン
タ
ー
開
所
に
よ
る
経
済

効
果
、
税
収
、
雇
用
に
つ
い
て
問

う
。

②　

今
後
の
地
元
経
済
へ
の
波
及

効
果
に
つ
い
て
問
う
。

③　

刑
務
作
業
へ
の
参
入
、
構
外

作
業
の
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

④　

人
権
尊
重
都
市
宣
言
の
取
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

質
問

　

国
保
に
お
け
る
滞
納
者
へ
の
資

格
証
明
書
の
交
付
件
数
、
受
診
実

績
、
そ
の
う
ち
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
数
を
聞
く
。

弁
答

　

19
年
度
末
、
20
年
10
月
末
で
そ

れ
ぞ
れ
51
件
、
86
件
、
受
診
実
績

は
3
件
、
9
件
、
子
ど
も
が
い
る

の
は
2
世
帯
、
4
世
帯
で
あ
る
。

質
問

　

資
格
証
を
交
付
さ
れ
た
世
帯
の

受
診
実
績
は
き
わ
め
て
少
な
く
、

受
診
抑
制
は
明
ら
か
で
あ
る
。
厚

労
省
は
、
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に

対
す
る
資
格
証
の
交
付
に
つ
い
て

留
意
す
る
よ
う
通
知
を
出
し
て
い

る
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
今

後
、
原
則
、
資
格
証
は
交
付
し
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

弁
答

　

子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
実
態
把

握
に
努
め
、
資
格
証
で
は
な
く
短

期
証
を
交
付
し
た
い
。
負
担
の
公

平
性
か
ら
、
資
格
証
の
交
付
を
や

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

質
問

　

新
学
習
指
導
要
領
の
理
念
に
は

「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
引

き
継
が
れ
て
い
る
。
学
校
図
書
館

の
機
能
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
な
か
、
こ

の
「
生
き
る

力
」
を
育
む

教
育
が
、
学

校
図
書
館
活

用
教
育
の
な

か
で
養
う
こ

と
が
で
き
る

と
思
う
。
先

日
、
公
開
授

業
を
視
察
し

た
東
出
雲
町

の
取
り
組
み

で
、
そ
れ
を

確
信
す
る
こ

と
も
で
き
た

が
、
そ
れ
に

は
専
任
の
図

書
館
司
書
の

配
置
が
不
可

欠
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

そ
の
他
の
質
問

①　

通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て

②　

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

③　

住
宅
問
題
に
つ
い
て

弁
答①　

建
設
時
84
億
円
の
受
注
と
税

収
合
計
年
3
億
円
を
見
込
む
。
雇

用
は
、
２
５
９
人
で
あ
る
。

②　

収
容
者
、
職
員
な
ど
の
消
費

効
果
が
年
間
17
億
円
で
あ
る
。

③　

地
場
産
業
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
計
画
で
、
農
林
業
・
地
元

企
業
の
参
画
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。

④　
「
小
さ
な
町
の
世
界
宣
言
」

と
評
価
さ
れ
た
。
人
権
意
識
を
高

め
る
啓
発
活
動
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

①　
「
中
山
間
地
域
に
人
々
が
集

う
脱
温
暖
化
の
郷
」
に
つ
い
て

②　

石
州
半
紙
の
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
の
登
録
に
つ
い
て

弁
答

　

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
す
る

た
め
、
学
校
図
書
館
の
機
能
充
実

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
県

の
新
た
な
制
度
を
活
用
し
、
来
年

度
、
市
内
の
小
中
学
校
全
校
に
専

任
の
学
校
図
書
館
司
書
を
配
置
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

浜田の四季景観100選から「冬日・三隅町室谷」　尾崎剛氏撮影

浜田の四季景観100選から「冬の生活・旭町都川」　向井亨氏撮影

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰

促
進
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

新
田
勝
己

し
ん　

た　

か
つ　

み

資
格
証
明
書
交
付
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

西
村　

健

に
し　

む
ら　
　
　
　

け
ん

学
校
図
書
館
活
用
教
育

に
つ
い
て

佐
々
木
豊
治

さ　

さ　

き　

と
よ
は
る



9

質
問

①　

ガ
ン
の
早
期
発
見
と
治
療
に

有
効
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
は
最
先
端

の
ガ
ン
検
査
装
置
で
全
国
の
総
合

病
院
・
ガ
ン
専
門
病
院
に
導
入
さ

れ
て
い
る
。
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
導
入
を
問
う
。

②　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
対
応
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

③　

現
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地

活
用
に
つ
い
て
問
う
。

弁
答①　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
の
導
入
は
浜

田
市
の
み
な
ら
ず
石
見
圏
域
に

と
っ
て
も
切
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
在
県
内
6
ヶ
所
の
ガ
ン
検

診
拠
点
病
院
に
医
療
機
器
購
入
費

等
の
た
め
に
「
ガ
ン
対
策
基
金
」

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
今
後
、

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
と

り
、
導
入
実
現
に
向
け
て
積
極
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

②　

常
設
ヘ
リ
ポ
ー
ト
・
臨
時
ヘ

リ
ポ
ー
ト
が
各
自
治
区
に
あ
り
、

対
応
は
可
能
で
あ
る
。

③　

効
果
的
活
用
を
検
討
す
る
。

質
問

①　
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

②　

市
役
所
駐
車
場
に
リ
サ
イ
ク

ル
ポ
ス
ト
が
来
年
度
設
置
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
が
、
他
の
地
区
へ
の

整
備
予
定
を
問
う
。

③　

ご
み
収
集
の
回
数
、
エ
コ
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
休
日
受
け
入

れ
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

弁
答①　

ご
み
処
理
量
は
減
っ
て
い
る

が
、
更
な
る
減
量
が
必
要
。
今
後
、

市
民
へ
の
周
知
・
啓
発
に
努
め
る
。

②　

市
役
所
で
の
利
用
状
況
を
み

て
判
断
す
る
。
ま
た
、
市
内
に
品

目
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
常
時
持

込
可
能
な
産
廃
業
者
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
連
携
し
サ
ー
ビ
ス
の
平
準

化
を
図
り
た
い
。

③　

収
集
回
数
に
つ
い
て
は
、
地

域
事
情
を
勘
案
し
て
実
施
し
て
い

る
。
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

休
日
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
年

間
8
日
実
施
中
だ
が
、
今
後
浜
田

地
区
広
域
行
政
組
合
と
協
議
す
る
。

質
問

①　

同
施
設
は
、「
道
の
駅
」と「
障

害
者
多
数
雇
用
施
設
」
の
目
的
で

設
立
し
た
が
、
経
営
も
順
風
と
は

い
か
ず
紆
余
曲
折
を
経
て
い
る
。

　

先
の
報
告
で
は
11
年
で
36
％
の

人
件
費
削
減
と
の
報
告
が
あ
っ
た

が
、
正
職
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
等
、
こ
の
5
年
間
の
雇
用
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

②　

障
害
者
（
含
・
重
度
障
害
者
）

の
人
数
の
推
移
に
つ
い
て
問
う
。

③　

障
害
者
雇
用
の
今
後
の
目
標

に
つ
い
て
問
う
。

弁
答①　

こ
の
5
年
間
で
正
規
職
員
は

3
名
減
の
27
名
。
パ
ー
ト
は
11
名

増
の
37
名
。
ア
ル
バ
イ
ト
は
10
名

減
の
27
名
で
計
91
名
で
あ
る
。

②　

目
標
20
名
で
当
初
の
17
名
が

現
在
4
名
（
重
度
２
）
で
あ
る
。

③　

経
営
の
改
善
と
合
わ
せ
障
害

者
の
雇
用
も
働
き
か
け
て
行
く
。

一 般 質 問

質
問

　

本
市
の
加
入
す
る
全
国
水
源
の

里
連
絡
協
議
会
の
本
年
度
総
会

で
、
過
疎
対
策
検
討
委
員
会
の
報

告
が
さ
れ
て
い

る
。

　

一
方
、
総
務

省
の
過
疎
問
題

懇
談
会
は
、
過

疎
地
域
等
の
集

落
対
策
に
つ
い

て
の
提
言
を
発

表
し
、
政
府
や

自
治
体
に
早
急

な
取
組
み
を
求

め
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
対
し
市

長
の
見
解
と
対

応
を
伺
う
。

弁
答

　

報
告
で
特
徴

的
な
の
は
、
農

林
業
の
活
性
化

を
図
る
こ
と

と
、
森
林
税
・

環
境
税
等
を
創

設
し
集
落
対
策

を
支
援
す
る
新
た
な
交
付
税
制
度

を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
協
議
会

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
そ
の
精
神
に

沿
っ
た
施
策
を
今
後
も
展
開
し
て

い
く
。

　

懇
談
会
の
提
言
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
集
落
支
援
員
の
設
置
で
あ

り
、
す
で
に
金
城
・
弥
栄
地
区
で

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
活
動
し
て

お
り
今
後
旭
・
三
隅
地
区
で
も
こ

う
し
た
事
業
の
展
開
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

今
後
の
土
木
・
建
設
工
事
の
入

札
に
つ
い
て

浜田の四季景観100選から「ウミネコ乱舞・長浜町」　杉山浄宣氏撮影

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

牛
尾
博
美

う
し　

お　

ひ
ろ　

み

ご
み
処
理
に
つ
い
て

平
石　

誠

ひ
ら　

い
し　
　
　
　
ま
こ
と

「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
」

の
障
害
者
雇
用
の
現
状

江
口
修
吾

え　

ぐ
ち
し
ゅ
う　

ご

集
落
の
再
生
と

　
　

活
性
化
に
向
っ
て

美
浦
美
樹

び　

う
ら　

よ
し　

き
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一 般 質 問

質
問

①　

石
州
和
紙
会
館
が
開
館
し
た

が
、
後
継
者
育
成
を
含
む
今
後
の

和
紙
産
業
の
振
興
策
を
伺
う
。

②　

石
州
半
紙
技
術
者
会
が
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
時
の
観
光
を
含
む
新
た
な
産

業
振
興
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

③　

和
紙
の
原
料
で
あ
る
楮こ

う
ぞ

を
確

保
す
る
た
め
の
産
業
確
立
も
踏
ま

え
た
生
産
戦
略
を
伺
う
。

弁
答①　

い
き
な
り
産
業
振
興
と
言
っ

た
「
大
き
な
効
果
」
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
技
術
の
伝

承
、
後
継
者
育
成
と
研
究
を
通
じ

て
、
伝
統
文
化
産
業
の
伝
承
を
主

眼
に
し
な
が
ら
浜
田
市
民
に
和
紙

の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
取
り
組
み
を
す
る
。

②　

観
光
客
を
多
く
誘
致
す
る
仕

組
み
を
、
関
係
者
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
込
む
。

③　

楮
こ
う
ぞ

生
産
組
合
と
連
携
を
密

に
し
、
栽
培
管
理
指
導
や
苗
木
更

新
で
歩
留
ま
り
を
良
く
す
る
。

質
問

①　

広
葉
樹
林
被
害
状
況
の
把
握

に
つ
い
て
問
う
。

②　

そ
の
原
因
及
び
特
徴
に
つ
い

て
問
う
。

③　

夏
枯
れ
の
拡
大
防
止
施
策
に

つ
い
て
問
う
。

弁
答①　

昭
和
61
年
に
美
都
町
で
の
確

認
が
最
初
で
、
浜
田
市
で
は
平
成

15
年
頃
か
ら
被
害
が
拡
大
し
今
秋

の
調
査
で
千
6
百
25
本
を
確
認
、

県
全
体
で
は
対
前
年
比
25
％
増
と

拡
大
し
て
い
る
。

②　

原
木
利
用
の
減
少
に
よ
り
高

齢
林
に
被
害
が
多
く
、
高
温
少
雨

も
助
長
の
一
因
と
考
え
る
。
若
木

は
抵
抗
力
が
強
く
被
害
が
少
な
い
。

③　

県
の
森
林
病
害
虫
防
除
事
業

等
と
調
整
し
て
の
事
業
実
施
と
共

に
、
中
・
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

路
網
整
備
を
含
め
た
基
盤
整
備
は

必
要
で
あ
り
事
業
推
進
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

①　

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止

②　

介
護
現
場
の
職
員
不
足

質
問

①　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
出

現
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
国
・
県

は
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

行
動
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る

が
、
浜
田
市
の
認
識
と
基
本
的
な

取
り
組
み
を

問
う
。

②　

11
月
18

日
に
県
の
関

係
機
関
が
連

携
し
て
、
浜

田
市
で
新
型

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行

し
た
場
合
を

想
定
し
た
訓

練
が
実
施
さ

れ
た
。
万
一

に
備
え
て
市

民
の
不
安
解

消
、
感
染
予

防
の
た
め
の

正
し
い
知
識

の
周
知
、
正

確
か
つ
迅
速

な
情
報
収
集

や
提
供
、
対
処
方
法
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
問
う
。

弁
答①　

県
の
計
画
に
沿
っ
て
今
年
度

中
に
行
動
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

②　

庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
あ
げ
る
。
市
広
報
紙
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を
通
じ
て
正

確
な
情
報
の
周
知
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

　

地
域
と
共
に
取
り
組
む
矯
正

教
育

質
問

　

江
津
市
に
お
い
て
、
乳
幼
児
医

療
助
成
事
業
で
医
療
費
を
平
成
20

年
12
月
か
ら
小
学
校
就
学
前
児
童

を
対
象
に
所
得
制
限
無
し
の
完
全

無
料
化
と
妊
婦
健
康
診
査
の
公

費
負
担
に
つ
い
て
も
14
回
に
拡
大

し
、
妊
婦
に
受
診
を
勧
め
て
い

る
。
ま
た
、
発
達
促
進
保
育
事
業

に
つ
い
て
も
、
児
童
一
人
ひ
と
り

に
適
切
な
支
援
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
る

が
、
当
市
に
お
い
て
も
他
市
事
例

を
参
考
に
施
策
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
所
見
を
問
う
。

弁
答

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
、
妊

婦
の
健
康
診
査
な
ど
江
津
市
で

は
、
こ
の
秋
以
降
い
ろ
ん
な
動
き

が
出
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
で
は

あ
る
が
、
小
さ
い
子
ど
も
を
抱
え

て
い
る
家
庭
に
対
し
い
ろ
ん
な
面

で
支
援
し
た
い
。
検
討
材
料
と
し

て
、
早
い
段
階
で
石
見
４
市
の

ト
ー
タ
ル
デ
ー
タ
も
示
し
た
い
。

浜田の四季景観100選から「春雪・三隅町三隅」　岡田道憲氏撮影

産
業
振
興
に
つ
い
て

西
田
清
久

に
し　

た　

き
よ　

ひ
さ

広
葉
樹
林
の

　
　

夏
枯
れ
に
つ
い
て

大
谷
弘
幸

お
お　

た
に　

ひ
ろ　

ゆ
き

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
つ
い
て三

浦
美
穂

み　

う
ら　

み　
　

ほ

子
ど
も
を
安
心
し
生
み
育
て
る

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

三
浦
保
法

み　

う
ら　

や
す　

の
り
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一 般 質 問

質
問

　

最
近
特
に
黄
長
石
霞
石
玄
武
岩

に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
発
信
に

よ
り
、
県
外
か
ら
も
見
物
に
多
数

来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ

の
取
り
組
み
を
問
う
。
ま
た
、
今

後
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
も
大
切

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
前
に
展

示
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
う
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

弁
答

　

観
光
案
内
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
対
応
し
て
い
く
。

　

展
示
に
つ
い
て
は
、
市
民
を
は

じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

も
ら
う
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り

そ
れ
を
含
め
検
討
す
る
。

黄
おう

長
ちょう

石
せき

霞
かすみ

石
いし

玄
げん

武
ぶ

岩
がん

質
問

①　

戦
後
最
大
の
経
済
不
況
が
地

方
に
対
し
て
大
打
撃
を
与
え
て
い

る
。
こ
れ
を
経
済
災
害
と
捉
え
、

企
業
支
援
・
税
金
減
免
・
国
保
料

減
額
等
を
検
討
す
る
「
緊
急
経
済

災
害
対
策
室
」
を
設
置
す
る
必
要

は
な
い
か
、
所
見
を
聞
き
た
い
。

②　

地
元
経
済
の
浮
揚
策
と
し
て

浜
田
港
と
ロ
シ
ア
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

ラ
イ
ン
を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
所
見
を
聞
き
た
い
。

弁
答①　

「
は
ま
だ
産
業
振
興
機
構
」、

「
浜
田
市
農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
中
小
企
業
や
農
林
業
支
援
の
た

め
に
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
れ
ら
と
担
当
部
署
を
連
携

さ
せ
て
効
果
的
支
援
に
取
組
ん
で

い
く
。

②　
「
ロ
シ
ア
貿
易
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
中
心
に
地
元
産
品

の
販
路
拡
大
等
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ン

の
多
角
的
な
強
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
サ
ミ
ッ
ト

に
関
連
し
た
建
設
資
材
の
供
給
体

制
構
築
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問

①　

長
浜
小
学
校
改
築
後
は
、
順

番
と
し
て
国
府
地
区
統
合
新
設
校

を
最
優
先
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

②　

宇
野
小
学
校
は
、
特
殊
な

（
平
成
22
年
か
ら
5
〜
6
年
生
が

不
在
）
状
況
か
ら
、
学
校
統
合
審

議
会
答
申
と
は
違
っ
た
状
況
が
発

生
し
て
い
る
。
単
独
で
の
国
府
小

学
校
へ
の
統
合
は
認
め
ら
れ
る
の

か
伺
う
。

弁
答①　

統
合
計
画
と
の
整
合
性
や
耐

震
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
新
築

す
る
と
な
れ
ば
国
府
地
区
統
合
校

の
順
番
と
な
る
の
で
は
と
考
え
て

い
る
。

②　

保
護
者
・
地
域
が
話
し
合
わ

れ
、
単
独
で
も
統
合
を
す
る
と
決

め
ら
れ
た
場
合
、
教
育
委
員
会
は

そ
れ
を
受
け
入
れ
、
統
合
に
向
け

て
の
環
境
整
備
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

景
気
が
急
落
し
て
、
早
急
な
雇

用
対
策
が
望
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、

①　

地
元
企
業
下
支
え
を
早
急
に

実
行
し
て
頂
き
た
い
が
、
如
何
か
。

②　

観
光
産
業
の
活
性
へ
の
取
組

み
を
図
ら
れ
た
い
が
、
如
何
か
。

③　

海
山
の
自
然
環
境
を
生
か
し

た
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
考
え
を
問
う
。

④　

地
産
地
消
の
推
進
へ
更
な
る

啓
発
を
図
ら
れ
た
い
が
、
如
何
か
。

⑤　

世
界
経
済
急
落
で
の
浜
田
港

利
用
促
進
の
活
性
化
策
を
伺
う
。

弁
答①　

企
業
に
国
や
県
の
支
援
施
策

の
周
知
を
徹
底
す
る
。

②　

魅
力
あ
る
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の

企
画
、
Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る
。

③　

新
た
な
雇
用
創
出
と
な
る
よ

う
支
援
の
拡
大
、
等
を
図
る
。

④　

産
直
市
場
等
で
の
利
活
用
の

推
進
を
啓
発
す
る
。

⑤　

台
湾
貿
易
等
も
含
め
、
航
路

の
利
用
拡
大
を
推
進
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

①　

資
源
ご
み
袋
の
無
料
化

②　

ご
み
袋
の
改
善

そ
の
他
の
質
問

　

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

浜田市議会

マニフェスト大賞
特別賞を受賞

　全国の地方議会・議員や市町村長

の施策の取り組み等を表彰するもの

で、浜田市議会は透明性や公正性を

高める議会改革やホームページ上で

政務調査費に係わる領収書の公開が

高く評価され平成20年11月受賞とな

りました。

黄
長
石
霞
石
玄
武
岩

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

高
原
好
人

た
か　

は
ら　

よ
し　

と

地
域
経
済
情
勢
分
析
と

経
済
対
策
に
つ
い
て

川
神
裕
司

か
わ　

か
み　

ひ
ろ　

し

小
学
校
統
合
問
題

に
つ
い
て

三
浦
一
雄

み　

う
ら　

か
ず　

お

景
気
急
落
で
の

雇
用
対
策
に
つ
い
て

道
下
文
男

み
ち　

し
た　

ふ
み　

お



〔議長なんでもメール〕　議長や市議会に対するご意見・ご要望・ご提言などお気軽にお寄せください。
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100
年
に
1
度
と
言
わ
れ
る
今
日
の

金
融
危
機
が
急
速
に
実
体
経
済
に
大

き
な
打
撃
を
与
え
て
お
り
、
地
方
経

済
へ
の
影
響
も
大
変
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
の
な
か
、

浜
田
市
に
お
い
て
は
懸
案
事
項
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
、「
物
件
費
等

55
億
円
削
減
計
画
」
が
、
昨
年
10
月

に
示
さ
れ
、
類
似
団
体
並
み
に
行
政

コ
ス
ト
が
見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
経
過
が
、
極
力
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
議
会
と
し
て
調
査
・
研
究
を
行

う
な
か
、
行
政
の
監
視
強
化
を
は
か

り
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
浜
田
は
住
み
よ
い
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
の
が
市
議
会
の
責
務
で

す
。

　

本
年
は
激
動
の
1
年
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
議
会
の
動
き
を
紙
面
に
て

解
り
や
す
く
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
記
・
佐
々
木
豊
治
）

議
会
広
報
広
聴
調
査  

特
別
委
員
会

　

委
員
長　

渋
谷　

幹
雄

　

副
委
員
長　

鎌
原
ヤ
シ
ヱ

　

委　
　

員　

佐
々
木
豊
治

　

委　
　

員　

平
石　
　

誠

　

委　
　

員　

新
田　

勝
己

　

委　
　

員　

山
崎　
　

晃

　

委　
　

員　

田
村　

友
行

　

委　
　

員　

三
浦　

一
雄

　

委　
　

員　

原
田　

義
則

取 材 報 告

浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
訪
問
記

地
産
地
消
を
推
進
し
て
、
安
全
安
心
の
給
食
を
―
。

　

浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴

い
、
総
事
業
費
約
10
億
1
千
9
百

万
円
を
か
け
原
井
町
に
建
設
さ

れ
、
平
成
19
年
4
月
よ
り
旧
浜
田

市
内
の
小
中
学
校
へ
学
校
給
食
の

配
食
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

取
材
当
日
の
献
立
の
食
材
に
は
、

浜
田
沖
の
い
わ
し
、
金
城
産
の
新

米
こ
し
ひ
か
り
等
地
元
の
食
材
を

使
用
さ
れ
て
お
り
、
地
産
地
消
も

高
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

給
食
試
食
後
、
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
「
財

団
法
人
浜
田
市
学
校
給
食
会
」
の

皆
さ
ん
か
ら
施
設
の
説
明
を
う
け

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
旧
施
設
と
く
ら
べ
使
い
勝

手
は
ど
う
か
等
施
設
面
の
質
問

や
、
地
産
地
消
の
観
点
で
の
食
材

の
調
達
方
法
や
献
立
、
給
食
費
の

滞
納
問
題
な
ど
様
々
な
質
問
が
出

ま
し
た
。

　

質
問
に
対
し
、
同
財
団
の
畑
岡

理
事
長
や
栄
養
教
諭
の
中
先
生
か

ら
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
施

設
面
で
は
、
新
施
設
に
な
り
衛
生

面
が
格
段
に
向
上
し
、
機
器
も
新

し
く
と
て
も
便
利
に
な
っ
た
な

ど
、
設
備
投
資
を
し
た
成
果
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食

材
調
達
で
は
、
食
の
安
全
・
安
心

の
観
点
か
ら
、
国
産
、
地
元
産
を

中
心
に
調
達
し
て
い
る
が
、
無
農

薬
野
菜
な
ど
に
は
虫
が
つ
い
て
い

る
こ
と
も
多
く
、
給

食
へ
の
異
物
混
入
と

な
ら
な
い
よ
う
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

給
食
費
の
滞
納

問
題
に
つ
い
て
は
、

年
々
滞
納
件
数
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

同
財
団
に
任
せ
き
り

で
な
く
、
教
育
委
員

会
や
議
会
も
連
携

し
、
対
策
を
す
す
め

て
い
く
必
要
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
環
境
面
に
お
い
て
は
、
残
飯

は
鶏
の
え
さ
に
、
廃
油
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
用
の
燃
料
に
す
る

た
め
専
門
の
業
者
へ
。

　

今
後
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
再
編

に
よ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は
旧
浜
田

市
内
、
弥
栄
町
、
三
隅
町
を
受
け

持
ち
、
金
城
町
、
旭
町
は
金
城
給

食
セ
ン
タ
ー
で
担
当
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
運
営
は
同
財
団
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま
す
。
配
送
距

離
が
長
く
な
る
等
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
る
中
、

子
供
た
ち
へ
の
安
心
・
安

全
な
食
を
提
供
す
る
た

め
、
同
財
団
や
教
育
委
員

会
、
そ
し
て
議
会
も
協
力

し
合
い
、
給
食
事
業
の
運

営
に
努
め
る
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

（
記　

平
石　

誠
）

「清潔第一」の環境での仕事風景

浜田学校給食センターでの意見交換会の様子


